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　目的　和服は、日常着としての着用が少なくなり、大学で初めて和服について学ぶ学生
は、和服用語を覚えるのも難しいと感じる学生も多い。平面構成の中で、比較的煩雑とさ
れるしるしつけと、柄合わせ作業にパソコンを導入することにより、被服構成の授業に関
心を持たせ、実習効率を上げたいと考え、本研究を行った。
　方法　しるしつけは、パターン使用によるしるしつけを導入するため、自動製図プログ
ラムを構築し、それにより作図したパターン使用と従来の方法との比較を作業時間や正確
さなどについて被験者23名により実験を行った。柄合わせ作業については、各自の反物
のー型をデジタルカメラで撮影しパソコンに取り込み、一反に展開させて画面上で裁断を
行う方法である。裁断例は17種をプログラムに組み込んだ。各自の寸法を人力し、裁断
例を選択して、各布の繰り回しを画面で自由に再現できるソフトの開発である。
　結果　自動製図によるパターンは、各自の身長、腰囲、ゆき寸法を入力後、約15分で
出力可能となり、そのパターンを使用してのしるしつけ作業は、従来の方法に比べ、42
～69 %の時間が短縮となり、特に身ごろのしるしつけ作業の効果が顕著であった。また
その長所は、作業が簡単で早く、正確性に富むという点であった。柄合わせについては、
反物の柄―型をデジタルカメラで撮影して入力する煩雑さはあるものの、裁断例17種の
柄の良否をスピーディに検討でき、各々の裁断例について布の前後、左右、表裏など柄合
わせを画面上で入れ替えることも可能で、好ましい柄合わせをプリントアウトできるもの
であり、授業への展開にも効果がみられた。

I Fp－ 2 被服構成学実習における並み縫い縫い目の品質評価
神戸女大瀬戸短大　　十一玲子

【目的】人は一生衣服と無縁になることはない。衣服は和服から洋服に移り、そのほとん

ど100%近くを既製服が占め。手縫いの機会が減少している。しかし、現在手指を動かすこ

とは脳の発達を促し、手作りの楽しさが人格形成に重要な役割を果たすと注目されている。
そこで我々は、布の縫合技能の基本として並み縫いに着目し、その品質即ち外観（大小不

揃い、逸脱）と強度（htれ目。縫い糸）について検討してきたので、これらをまとめ被服

構成学実習の指導に役立てる。
【方法】試料布は綿100%の浴衣地、手縫い糸は綿＼m%の糸５種、ポリエステルIQQ%の糸２

種の計７種とし、縫い針はガス針10号を使用した。グラブ法に基づいて引っ張り試験を行

ないその結果を観察判定した。
　【結果】浴衣地縫製の際、並み縫いの条件としては、外観は①縫い目の長さは、バラツキ

があると美しくないが、品質・性能上問題がない。②縫い目は基準線にそっていることが

望ましい、縫い代側に逸脱した場合、原点は保護され破断は生じない。その反対側に逸脱
した縫い目は原点に力が集中レ破断が伸張する。強度は①htれ目の傾斜角が30度以下に

なると、破断孔を生じ流れ目の位置で破損するので、90度に近い角度で縫うことが望まし

い。②縫い糸は綿28番２子糸及び30番３子糸がよい。以上をふまえ、並み縫い指導をして
いるが、反復練習に主力を注いでいた指導から科学的な指導ができるようになり学生の関

心度も高く、練習の成果があがってきた。さらに指先の巧緻性を養うことにも役立ち、人
間教育にも有益である。
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